
■仕様

番号 部品名
① 探見丸MINI  PLAYS FISH FINDER VERSION本体
② ネックストラップ

1mW以下無線送信出力

探見丸FISH FINDER SET品番

2.4型カラーTFT
85g

表示画面

200ｍA以下消費電力

IPX5防水性能

自重
5RK150000製品コード

公称容量/電圧 1350mAh / 3.7V
使用環境温度範囲 -10℃～50℃

電池仕様
電池本体 リチウムイオンポリマー

03037商品コード

●パーツリスト

※1：使用方法、その日の状況においては探知可能水深が浅くなる場合もあります。
※2：障害物等が入りますと通信可能距離は短くなります。
※製品内容については予告なく変更する場合があります。 

① ② ③ ④

探見丸
MINIPLAYS
FISH FINDER
VERSION

3.6mW以下無線送信出力
70ｍ※１

160g

探知可能水深
100mW以下魚探出力
200ｋHｚ魚探周波数

140ｍA以下消費電力

自重

2.4GHz
ZigBee（IEEE802.15.4規格）

50ｍ※2
9600bps

受信周波数
通信方式

通信可能距離
通信速度

ネックストラップ（子機用）、探見丸FF用係留ストラップ、保証書、取扱説明書
※子機充電器は付属していません。充電器は携帯電話（FOMA、SoftBank
　タイプ）用が使用できます。

-10℃～50℃使用温度範囲使用条件

標準付属品

93%以下（+40度）使用湿度範囲

1気圧防水性能
推奨電池 単三アルカリ電池

探見丸
FISH FINDER

番号 部品名
③ 探見丸FISH FINDER
④ 探見丸FISH FINDER用係留ストラップ
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●お手入れに当たっては、シンナー・ガソリン・ベンジンなどの有機溶剤や洗剤を使用し
ないでください。有機溶剤や洗剤がケースに接触すると、ケースの割れや変形、クラッ
クを起こし故障の原因になることがあります。

●バッテリーには寿命があります。寿命のきたものをそのまま捨てたり、他のゴミと一緒
に廃棄されますと、火災、爆発の恐れがあります。注意してください。

●使用済みのバッテリーはリサイクルします。そのまま廃棄せず当社の営業所、または
お買い上げの販売店にご持参ください。

探見丸FISH FINDER SETは、精密部品で構成されていますので下記注意事項
を守ってお取り扱いください。また、釣行後の手入れを十分行ない、末永くご使
用ください。

■安全にお使い頂くために
●探見丸子機の防水規格は JIS C0920 5級 防噴流形（IEC:IPX5）「いかなる

方向からの直接噴流によっても有害な影響を受けない」ですが、水中への浸漬
に対する保護機能はありませんのでご注意ください。

●探見丸ＦＦ（振動子）は10ｍ防水ですが水中に長時間沈めたままにしないでく
ださい。水圧での変形、故障の原因となります。又、テトラポット等障害物の
近くで使用しないでください。障害物にぶつかり故障の原因となります。

●お使いになる人や他の人への危害及び財産への障害を未然に防止するため、本
取扱説明書や外箱に表示された内容は必ずお守りください。本文中、及び外箱
のマークの意味は次のようになっています。

■探見丸MINI PLAYSのお手入れ方法
１.コネクターキャップを閉め、水道水を探見丸子機 
　 にかけながら、柔らかい布か、スポンジで汚れを
　 落とします。
※絶対に水中に浸けて洗わないでください。また、
　液晶面などを硬いものでこすると傷がつきます。
　探見丸FF（振動子）はご使用後乾いた布で拭き、
　 陰干ししてよく乾燥させ保管してください。
●両製品とも絶対に分解しないでください。内部には電子部品が入っています
　ので故障の原因となります。
●高温、高湿の状態で長時間放置されますと、変形や強度劣化の恐れがあります。
　長期保存される場合は、上記の手入れを実施後、風通しの良い場所で保存し
　てください。

お取り扱い上の注意／商品のお問い合せ・アフターサービスのご案内

■その他のご注意
●探見丸FISH FINDER SETは魚群探知機です。振動子の探知性能以上の水深、泡切

れ等で魚探映像が出ない、鮮明に映らない場合もあります。
●探見丸ＦＦ（振動子）が水中に沈むと信号が届かなくなります。
●探見丸子機は無線電波を受けているため金属の箱などに入れると受信できなくなり

ます。電波法に基づき開発された商品です。
●偏光サングラスの種類によっては液晶画面が見えにくくなる場合もあります。
●探見丸FISH FINDER SETは高機能の電子部品で構成されています。使用時の放り

投げ等の行為は絶対にお止めください。ご使用後はバッグにそのまま放置されたり濡
れた状態のまま高湿で保存しないでください。機器の破損、塗装にも悪影響を及ぼし
ます。絶対にお止めください。ご使用後は風通しの良い所で保存してください。

●電池の寿命について
　リチウム電池は寿命があります。充放電回数は、約300～500回程度です。
●使用条件にもよりますが、画面輝度を「明るい」でご使用され続けますと約5時間
　程度の使用時間となります。使用時間を延ばすコツとして、「画面輝度」を「普通」
　もしくは「暗い」で使う、又は「省電力」を「ＯＮ」にし、魚群アラームの「感度選択」
　を「中」、「弱」で使っていただけると更に使用時間が延びます。

■電池について 探見丸FF（振動子）
●探見丸FF（振動子）指定以外の電池を使わないでください。
●新旧・異種電池の混用はお止めください。液漏れ・破裂・発熱・発火の原因となります。
●電池の極性（＋と−）を逆に入れないでください。
●火の中への投入、加熱、＋と−極間のショートをしないでください。
●電池の液が目に入った場合は、すぐにきれいな水で洗い流し、医師の治療を受けて

ください。失明や目に障害を発生する恐れがあります。

■電池について 探見丸FF（振動子）
●長時間使用しない場合は、必ず本体から電池を取り出して保管してください。
●使えなくなった電池は速やかに本機から取り出してください。液漏れの原因となります。
●電池を保管・捨てる場合は、接点部分にテープを貼る等の絶縁を行ってください。
●アルカリ電池を推奨します。マンガン電池ですと使用時間は半分程度となります。
●Ni水素電池時の充電電池を使用した場合は電池残量マークは正確に表示されません。
●電池マークは目安としてご覧ください。

注意

●探見丸子機を長期保管する場合は釣行後メモリ2～3個目点灯状態で保管してく
ださい。

●探見丸子機はリチウム電池を使っています。リチウム電池の性格上、性能が劣化す
ることがありますので満充電での保管は避けてください。又、完全に電池が無くなっ
た状態で長期保管されますと、電池が破損したり電池寿命に影響いたします。

●電池フタ、コネクターキャップは必ず閉めてご使用ください。閉めずにご使用にな
られると機器内に浸水し故障・破損の原因となります。お客様の不注意による内部
への浸水は保証対象となりません。

●機器内と外部温度に温度差があった場合に稀に液晶画面に結露が起こることが有り
ます。この場合は数分経過すると消えます。

●インジケーターでバッテリーの残量をご確認ください。
●乳幼児の手の届かない所に保管してください。また、充電や電池交換する場合も乳

幼児が手を触れないように注意してください。
●小児が使用する場合は、保護者の方が正しい使用方法を十分に教えてください。ま

た、使用の途中においても、取扱説明書の通りに使用しているかどうか注意してく
ださい。

●新品の電池、満充電されたバッテリーでも、寒いところで使用する場合は、バッテ
リーの使用できる時間が短くなります。

●探見丸子機の防水規格は JIS C0920 5 級 防噴流形（IEC:IPX5）「いかなる方向
からの直接噴流によっても有害な影響を受けない」ですが、水中への浸漬に対する
保護機能はありませんのでご注意ください。

●液晶面に力を加えると、防水機能が低下し、故障の原因となることがあります。液
晶面には力を加えないでください。

●探見丸子機のコネクター部分に衝撃を与えないよう、ご注意ください。また、充電
器のケーブルが差し込まれている時には、ケーブルを無理やり折り曲げたり、力を
加えない様にしてください。

●液晶部の表面は傷が付きやすいので、画面をふくときは十分に注意してください。
●探見丸子機のお手入れは、水道水をかけながら、柔らかい布かスポンジで汚れを落と

してください。又、絶対に水中に浸けて洗わないでください。くれぐれも水道水以外
での洗浄はしないでください。

●コネクターキャップを抜いた状態で、電池フタを開けた状態でコネクター部分に水を
掛けて洗浄しないでください。浸水する可能性があります。

《表示の説明》

この表示は「人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生
じることが想定される内容」を示しています。

危険

この表示は「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容」を示しています。

警告

この表示は「人が損害を負う可能性が想定される内容や物的
損害の発生が想定される内容」を示しています。

注意

■ご使用上の注意ご使用前に必ずお読みください。

●探見丸子機を火中に投入したり、加熱しないでください。バッテリーパック
が破裂し、火災、爆発させる原因となります。

●直射日光に当たる場所、炎天下の自動車内など50度を超える場所に放置しな
いでください。

●火気、ストーブ類、高温の近くで使用したり、又、放置しないでください。
●釘を打ち付けたり、ハンマーで叩いたり、踏みつけたりしないでください。
●万一、バッテリーセルが裂けても内容物に直接触れないでください。

●ケースは絶対開けないでください。�感電の原因になります。�故障の場合は、
お買い上げ先へ連絡してください。

●分解・改造等は絶対しないでください。�火災、感電、ケガの原因になります。
●充電中に発煙、発火が見られた場合はただちに充電ケーブルを外してくださ

い。火災、感電の原因になります。
●充電は規定のものを使用してください。�規定外のものを使った場合、重大な

事故や火災を�引き起こす原因になります。
●液晶部のレンズ内側に水滴の付着や曇りが見られた場合は、�使用を止めて修

理に出してください。防水機構が壊れています。
●探見丸FISH FINDER SET以外の用途に使用すると、バッテリーの破裂、火

災、爆発させる原因となるおそれがあります。
●衝撃を与えたり、放り投げたりしないでください。
●探見丸ＦＦ（振動子）の電池ボックス内に水が溜まると漏電、電解腐蝕の原因とな

り機能に影響を与えます。水が入っている場合はすぐさま電池を抜き取りふき取っ
てください。

●目立った損傷、変形、ゆがみがある状態では使用しないでください。
●探見丸子機は水洗いが可能ですが、水や海水に浸さないようにご注意ください。
●涼しくて乾燥したところで保管してください。暑いところや極端に寒いとこ

ろは避けてください。

警告

●液晶パネルについて
液晶パネルは非常に精密度の高い技術で作られており99.99%以上が有効画素
ですが、0.01%以下の画素欠けや常時点灯する画素が存在します。これは故障
ではありませんので、あらかじめご了承ください。

●船釣でのご注意
船長の指示棚は絶対に守りましょう!! 画面上に指示棚以外にも反応が映って
いるからといって、勝手に大きく棚を変えるのはルール違反です。船長の指示
棚は、長年の経験から導きだした、その場の状況に応じた最適な情報なのです。
自分勝手に大きく棚を変えると、他の釣客とのオマツリや魚を散らす原因にな
るなど、トラブルの元です。絶対にやめましょう!!

●探見丸FISH FINDER SETは第二世代小電力データ通信システムです。 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか
工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する
無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線
局（免許を要する無線局）が運用されています。 

1.	この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力
無線局並びにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。 

2.	万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例
が発生した場合には、速やかに電波の発射を中止したうえ、弊社にご連絡頂き、
混信回避のための処置等についてご相談ください。 

3.	その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア
無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと
が起きたときには、弊社へご連絡ください。

2.4GHz帯使用機器変調方式：DS-SS
想定干渉距離：≦20m
周波数変更可否：可

■商品のお問い合せ・アフターサービスのご案内
●探見丸FISH FINDER SETのメカニズムの説明には、書面で表しにくいこ

とがあります。手紙での問い合わせにつきましては、必ずお客様の電話番号
をお書き添えくださるようお願いいたします。

●修理に出される時は保証書と製品をお持ちになり、お買い上げの販売店へ現
品をお預け願います。その際には必ず、修理箇所、不具合内容を具体的に（例
／電源が入らない）お知らせください。また、お近くにシマノ商品取扱店が
ない場合は、最寄りの営業所へお問い合せください。修理品は部品代のほか
工賃をいただきますのでご了承ください。商品の故障等によって生じる他の
タックルの破損、紛失、釣行費等は保証できません。

●探見丸子機内蔵のバッテリーは交換できません。
●探見丸FISH FINDER SETの補修用性能部品の保有期間を、製造中止後6

年間としています。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な
部品です。修理対応期間を過ぎた場合は修理をお断りすることがございます。
性能部品以外は製造中止後6年以内でも供給できない可能性がございます。

●商品コード/製品コードの位置 
取扱説明書、パッケージ側面部に記しています。

　（右図）

危険

絶対に水中に浸けて
洗わないでください

取扱説明書

パッケージ
側面部



MODE
MENU
ESC

GAIN

MARK

POWER

BRILL

RANG
E

親機
（遊漁船）

電動
リール

探見丸
（釣人）

さらに探見丸システム対応電動リールと組み合わせることで双方向に通信が可
能となり、使い勝手が広がります。

1.	電動リールの操作が探見丸で可能に ［さそい、棚停止、オートシャクリ etc.］
2.	電動リールからのデータを探見丸で表示［リール水深、棚タイマー etc.］
3.	双方のデータを組み合わせて�より便利な情報を表示［シカケ軌跡、さそい幅 etc.］
※電動リールの機種によって使える機能は異なります。

《電源のON/OFF》
ボタンAを3秒以上長押しし
て頂くとON/OFFとなります。
※購入後初回起動時には時計の設定

画面へ移動します。また、初期化
の際も同じです。

《メインメニュー画面表示》  ボタンBを押してください。
《レンジ切り替え》探見丸（船）のみ
●レンジの表示を浅くしたい場合…ボタンDを押すごとにレンジが浅く切り替わります。
●元のレンジ表示に戻すには…ボタンDを長押し（2秒）してください。

ボタンの操作方法

A B C D

※15秒間ボタン操作が行われなかった場合
魚探画面で15秒間ボタン操作が行われなかった場合に省電力モードが機能し、自動的に
画面の表示を暗くして、電力の消費を節約します。各種通信はそのまま継続され、ボタン
操作か魚群アラームの反応に連動して画面の表示がONになります。省電力モードは設定
メニューからON/OFFが可能です。

親機からの魚探映像を無線でキャッチ。船べりで魚探が見える！
あらかじめ遊漁船に設置された親機魚探からの情報を探見丸がキャッチ。釣座に
居ながらにして魚探の映像を見ることができる、画期的なシステムです。

〔探見丸対応遊漁船につきましては、弊社ホームページ、パンフレット等をご覧ください。〕
※ご注意：探見丸に映る映像はご自身の位置ではなく、親機送受波器の位置映像です。

この製品は一般的な魚探と異なり振動子（探見丸 FISH FINDER：※1）と子機（探見丸 MINIPLAYS FISH FINDER VERSION：※2）が切り離され無線にて通信する
ことにより手元のポイント、遠くのポイントの情報を得ることができます。又、このセットに入っております子機（※2）は船縁で魚探が見ることができる探見丸の子機
としても単体で使えます。探見丸親機の搭載されている船をご確認のうえご利用ください。

探見丸システムについて

探見丸 FISH FINDER（フィッシュファインダー）について 各部の名称／機能

探見丸 FISH FINDERについて

無線通信
モジュール

探見丸
子機

スーパーコード
ZB25

《接続例》電源ケーブルに無線通信モジュール
が内蔵された、［スーパーコードZB
25］を電動リールにセットするだけで、
探見丸子機と無線通信可能になります。
※ケーブルは別途お買い求めください。
※電動リールに無線通信モジュール

が内蔵されているＺＢシリーズは
リール単体で探見丸子機と無線通
信できます。

電動リールとの通信方法

充電について
充電器の適合機種は右記の通りです。
※子機の電源を必ずOFFにしてから充電し

てください。充電中は、画面に「充電中」
と表示されます。満充電になりましたら、
自動で表示画面が消えます。

※標準充電時間は約8時間です。使用（放電）
状態により充電時間が異なります。

■ご注意
●携帯電話用簡易充電器で単三電池、

リチウムバッテリー等が使われてい
る機種も、上記端子形状が同一です
と接続できます。しかし、それらの機種で探見丸子機を充電されますと、ある程度
の充電と画面表示はできますが満充電にはなりません。また、接続しながらの使
用はおやめください。コネクター部から浸水の恐れがあります。

●周囲温度が＋40℃以上での充電は止めてください。バッテリーの性能劣化が起こ
ります。必ず涼しい所で充電してください。

●充電器や本体に異常な発熱や発煙があった場合は直ちに充電を止めて、機器を
外してください。

※記載の商標及び商品名は各社の商標及び登録商標です。
※汎用品の充電器をご使用の際には、その製品のご使用方法、注意事項を熟読のうえ、正しく使

用してください。
※ご使用に際して、各種メモリー内容に関する損害などの補償は責任を負いかねますので、ご了

承のうえご使用ください。

機能のメニューマップ

ご乗船される船名の選択

※ご注意
遊漁船の親機がONになっていない場合や、
電波が届かない場所（ご自宅など）では、船
名の選択画面に船名が表示されません。

釣りにご使用になられる前に、必ずお乗り
になる船名を選択してください。選択され
ませんと探見丸はご使用になれません。

振動子にはそれぞれ固有のアドレスがあります。本来ならば子機でご自分の振動
子のアドレスを選択していただく必要があるのですが、セット販売の子機にはペア
となる振動子のアドレスが分かっている為、予め子機にアドレスが入力されてお
り、お互いに電源が入ると自動で接続できるようになっております。実際の釣行に
使われる前に振動子を水に浮かべ通信が出来るかご確認ください。

※釣りにご使用になられる前に、
必ず行ってください

※釣りにご使用になられる前に確認してください

OFF

シマノ丸1

シマノ丸2

シマノ丸3

探見丸

船名選択

振動子
探見丸 FISH FINDER
※1

子機
探見丸MINIPLAYS
FISH FINDER
VERSION
※2

■探見丸FISH FINDER（振動子）
※説明文中では探見丸 FFと略します。

■探見丸MINI-PLAYS　FISH FINDER VERSION（子機）
※説明文中では探見丸子機とします。

ストラップホルダー

電池フタ
固定ネジ

電池室
水反応式スイッチ

（水に反応して電源がONとなります）
（スイッチ部分に水が無くなり1分程度すれば自動でOFFとなります）

LED
電源がONの時
点滅します。

操作ボタン

ストラップホルダー

コネクターキャップ

電池フタ

接続端子図

下図タイプの接続端子に接続できる充電器は
接続することができます。
又、図の接続端子は「docomo-FOMA」、
「SoftBank-3G」と同形状です。

※一部コネクター接続端子の形状が異なる機
種ではご使用になれません。

適合機種 適合機種確認日‐2011年2月現在

①電波受信感度
探見丸ＦＦとの受信感度を表示しています。
探見丸（船）でご使用される場合は船に搭載
している親機との受信感度となります。
②リールとの電波受信状況
探見丸（船）でご使用される場合に通信モ
ジュールを搭載したリールもしくはケーブル
との受信状況を表示します。マークが出てい
る時は受信ＯＫです。
③子機電池残量
④分時マーク
時間経過を表示しています。バー１本で30秒
です。その後の空白で30秒です。

⑤水温
⑥レンジ（ｍ）。水深です。
⑦仕掛けの位置
探見丸（船）で電動リールと通信した際に
仕掛けの位置が表示されます。
⑧底質
⑨時計
⑩探見丸（船）で電動リールと通信した際
に表示されるリールの糸送り量と仕掛け
を水中に入れてからの時間です。

⑪水深
画面右端が最新情報となります。その右端
部分での水深です。
⑫反応
魚の反応です。子機の種類により表示で
きる色数は違いますが赤系が強い反応、
黄色系が中間、青系が弱い反応となります。
⑬底
赤く反応し、帯状になっている部分が底です。

⑥

⑦
⑫
⑬

②③ ⑤④
①
⑨

⑩

⑪

⑧

しない
する

それぞれのメニューマップをご覧ください。

探見丸FF

探見丸（船）

へ①
へ②

用途選択

①探見丸FFメニュー

魚探

設定

ヘルプ

へⒶ
へⒷ
へⒸ

メニュー

②探見丸（船）メニュー

探見丸

設定

ヘルプ

へⒹ
へⒺ
へⒻ

メニュー
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強制リセット

時計

画面輝度

デモ画面

リールデータ

初期化

15

16

省電力17

18

19

20

設定

ヘルプメニューⒻ
ヘルプ

船名選択

リール選択

底拡大

ボトムライン

魚群アラーム

背景色

探見丸

1

2

3

4

5

6

楽速切り替え

さそい

さそい幅

糸送り

上底切替

7

8

9

10

11

電動丸

仕掛軌跡

位置補正

仕掛回収

12

13

14

複合

各項目ごとに
補助説明ウィンド
ウが表示されます。

左記の「強制リセット」
は本機に不具合が生
じ、電源OFF等できな
い場合に行って頂くも
のです。

楽楽
速度

ＯＦＦ
ＯＮ

上
底

ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＮ

連続
指定 幅入力画面

ＯＦＦ
１
２
３
学習１
学習２

ＯＮ
学習 学習画面

ＯＦＦ
受信船名

ＯＦＦ
スーパーコードZB25シリアルNo.

ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＮ
感度選択

白色
青色
黒色

船名選択

リール選択

底拡大

ボトムライン

魚群アラーム

背景色

探見丸

探見丸メニューⒹ

弱
中
強

以下「学習1」と
同メニュー

※底拡大「ON」
　アキュフィッシュ「OFF」の
　時はご使用できません。

楽速切り替え★

さそい★

さそい幅★

糸送り★

上底切替★

仕掛軌跡★

位置補正★

仕掛回収★

スーパーコードZB25
シリアルNo.はここに記載

設定

設定メニューⒺ

画面輝度

デモ画面

リールデータ

初期化

時計

ＯＦＦ
ＯＮ

表示画面

確認表示

明るい
普通
暗い

★

省電力 ＯＦＦ
ＯＮ

時
分

★印のメニューはリールと通信中のみご使用できます。

アキュフィッシュ

アキュフィッシュメニューⒼ

アキュフィッシュ

★印のメニューはリールと通信中のみご使用できます。

※シフトされていない場合のみオート
　機能が使えます。
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強制リセット

FF選択

子機使用状況

背景色

画面輝度

省電力

13

14

デモ画面15

16

17

18

FF電池残量

アドレス記憶

初期化

時計19

20

21

22

設定

ヘルプメニューⒸ
ヘルプ

底拡大

ボトムライン

画像送り

魚群アラーム

お魚マーク

底質

魚探

1

2

3

4

5

6

シフト7

レンジ8

魚探感度

干渉除去

9

10

振動子出力11

発射回数12

各項目ごとに
補助説明ウィンドウが表
示されます。

左記の「強制リセット」は
本機に不具合が生じ、
電源OFF等できない場
合に行って頂くものです。

0～250ｍ：5ｍ刻みの入力

ＯＦＦ
ＯＮ

5～250ｍ：5ｍ刻みの入力+オート

ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＮ
感度選択

底拡大

ボトムライン

魚群アラーム

魚探

魚探メニューⒶ

弱
中
強

アドレス記憶画面

※底拡大「OFF」の時のみ
　ご使用できます。

レンジ

1～8魚探感度

1～8干渉除去

1～8振動子出力

発射回数

シフト

1/2
1/1
2/1
4/1

画像送り

お魚マーク

ＯＦＦ
ＯＮ

底質

ＯＦＦ
ＯＮ

オート

設定

設定メニューⒷ

FF電池残量

初期化

FF選択

確認表示

アドレス記憶

背景色 白色
青色
黒色

アキュフィッシュ へⒼ

ＯＦＦ
受信FF番号

子機使用状況 単独
複数

画面輝度 明るい
普通
暗い

省電力 ＯＦＦ
ＯＮ

時計 時

分

ＯＦＦ
ＯＮ
感度選択 弱

中
強

メインメニュー

「用途選択」の画面は電源をONにした時にしか表示されません。
用途選択を間違った場合は一度電源をOFFにし再度電源をＯＮしてください。

※クリアーな魚探映像を得る為のワンポイント「魚探感度は低く、振動子出力は高く」がポイント。
ご使用になる水深で底が識別できる極力低い感度設定を調整します。
次に振動子出力をＵＰさせ納得できる反応が出るように調整しましょう。
魚探感度が高すぎると魚探画面にノイズが多くなり、結果干渉除去等を行ってしまいせっかくの反応も小さくなってしまう事になります。

1～8

残量表示

※「オート」をＯＮにしますと魚探感度/振動子出力/発射回数の魚探に
　感する部分を自動で調整します。レンジも「オート」を選択いただくと
　魚探部分での調整は「干渉除去」だけになります。


